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１年生の「100年先を創る
起業家育成事業」について

今年度の学校教育目標 （その１）６・７月の取組

１年生が徳島県教育委員会が募集した「100年先を創る 起業家育成事業」の企画にチャレンジしています。県下で小中学

校各１校，高等学校3校が指定を受け，キャリア教育の一環としての学習を展開するものです。その目的としては，

○社会的・職業的自立に向けた能力の向上 ○勤労観・職業観の育成 ○チャレンジ精神，創造性，探究心等の

「起業家精神」の育成 ○情報収集・分析力，判断力，実行力，リーダーシップ，コミュニケーション力等の「起業家的資

質・能力」の向上 があげられている事業です。

本校の１年生は，これまで「総合的な学習の時間」において徳島の代表的農産物である『藍』や『サツマイモ（鳴門金時）』に

関連した学習を行ってきました。本年度は，地域の農地をお借りしての栽培の規模を大幅に拡大し，自分たちが育てた作物を活

用したり，関連付けたりして，地域に「貢献」できる，地域を元気にする商品開発や販売（配布）を展開しようと学習に取り組んで

います。今回は，その事業について，これまで取り組んだ2ヶ月間の活動の様子と今後の計画について紹介します。

徳島の藍

学習の概要 学習の目的

・働くことの意義 職業人としての基本的資質を向上させる。

・社会人として必要な資質 （勤労への正しい認識と意欲を高める。）

・社会貢献のあり方 地域に貢献することの意義や達成感を体感する。

等について学ぶ （地域とのつながりを意識し，自己有用感を感じる。）

商品開発等の経験を通し，発想力・計画構想力・実行力等を育む。

①地域の特色を生かした ６月の取組（農園での栽培作業開始）
架空会社（チーム）を 例年の３倍のサツマ 6.5 藍畑の畝作り（１人１畝）→種まき

校内に設立する。 イモと藍を育て始め 6.11 サツマイモ畑の畝作り（１クラス３畝）

②地域への「貢献」につ ました。この時点で 6.12 サツマイモ（鳴門金時）の苗植え

ながる商品開発及び広 は何のために育てる 6.22･23 サツマイモ（紅はるか・安納芋）の苗植え

報宣伝活動を展開する。 のかを，1年生は分か ※収穫目標は３種類で３００本

っていませんでした。 ※ 6.5以降当番による藍畑への水やり（雨天は実施しない ）

【藍の成長の様子です】 ※ ( ) は日付

（6.12） (6.15)

(6.23) (6.29) (7.1)

藍の種を蒔く畝を一人一つ作り，水やりも当番制です。少し早めに登校して水やりをしたので，苗はどんどん成長しています。



イモ畑の畝づくり（6.10） サツマイモの苗植え(6.12) 鳴門金時と紅はるかは順調です(7.17)

７月の取組（組織と名称の決定・農業活動の継続・社員研修①）
7.1 藍の植え替え作業（7.14・7.17も） の取組内容
7.3 オリエンテーション（立岩校長）

7.6 組織名・役員選出会議（各学級で）→企画・総務部会 ①今回の事業の運営チーム名・組

7.13 組織名発表・マスコットキャラクター募集（立岩校長） 織決定と商標の学習。

7.16 社員研修① 専門家の招聘 ☆２年生も受講 ②藍の植え替え作業、長雨の影響

※講師：藍原理津子 株式会社ネオビエント代表 で、7/17にようやく完了。

※研修内容：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとは？・社会人に必要な力，ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ等について ③社会人としての基礎を講師を招

7.17 農園の整備作業 7月中農園に看板設置（予定） いて学ぶ第１回の社員研修。

①プロジェクト・チーム名及び組織の決定

●プロジェクト名：地域応援プロジェクト

●チーム（会社）名：

ａｉ & imo Takaura

●組織：学校HPにアップ中です

※ぜひアクセスしてご覧ください。

7/6に各学級で話し合い、企画・総務部

で検討後、7/13に私からチーム名の発

表と商標についての学習をしました。

②藍の植え替え作業の完了

藍がよく育ちました・株に分けて植え替えです(7.1) やっと雨が上がり、先生方が植え替え用の株を準備(7.14)

全員で藍の植え替えと草刈りを終えました。(7.17) 整備を終えた ai & ｉmo Takaura農園の全景（写真右にも藍が植わっています）

③社会人としての基礎を学ぶ第１回チーム研修（講師：藍原理津子 株式会社ネオビエント代表取締役）

（教えていただいたこと）①コミュニケーションとは何か？②伝えるためにには何が必要か？③良い姿勢や挨拶の仕方④社会人に必要

な力⑤働くことの意義⑥なりたい自分になるための秘訣･･･等々、職場体験を控える2年生と合同で学びました。


